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A CASE OF XANTHOGRANULOMA OF THE URINARY BLADDER
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Takeshi KIHARA, Nobuyuki GOYA, Hayakazu NAKAZAWA and Hiroshi TOMA
From the Department of Urology,  Tokyo Women's Medical College
   A case of xanthogranuloma ofthe urinary bladder is reported. A 68-year-old man was referred to 
our hospital for the evaluation of microscopic hematuria. At that time, he did not have an abdominal 
tumor and ultrasonography showed no abnormality of the kidneys and the bladder wall. Two months 
later, he was admitted with the chief complaints of perineal discomfort and non tender fist size mass was 
palpable in the lower abdomen. Ultrasonography, computed tomographic scan and magnetic 
resonance imaging MRI demonstrated a supravesical mass which was strongly suspected as urachal 
tumor. Total cystectomy with urachal resection was performed. The histological diagnosis was 
xanthogranuloma. The patient has been in good health without recurrence, 4 years after surgery. 
We discuss xanthogranuloma of the urinary bladder in the literature. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 43: 875-878, 1997) 
























に無痛性,手 拳大の腫瘤 を触知 した.直 腸診で直腸,
前立腺に異常 を認 めなか った.




mEq/1,CRPl.1mg/dl,腫瘍 マ ー カー;CEA1.3
ng/ml,CAI9-996U/ml,AFP2ng/ml,PSA6.2
ng/ml,尿検査;蛋 白(2+),糖(一),潜 血(3+),
白血 球 多数/hpf,赤血 球20/hpf,尿培 養StaPh710-
coccusaureuslO7/ml,尿細胞診;classII.
膀胱鏡 所見:膀 胱頂 部に粘膜 下腫瘤 を疑 わせ る直径
約5cmの 半円球状 の隆起 を認め,腫 瘤上の粘膜 は軽
度発赤 を呈 していた.
静脈性 腎孟 造影:上 部尿路に異常 を認 めず,膀 胱 に
変形 像 はなか った.
腹 部超音波検査:膀 胱頂部 に直径約8cmの 球状腫
瘤 を認め,内 部 に壊死組織 と思われ る低 エ コー域 が存
在 した.
骨盤部CT:下 腹部正 中に膀胱前壁 を圧排 する直径
約8cmの 腫瘤 を認 め,二 重構造 を呈 し,外 側部 は造
影効果 を有 していた.膀 胱壁 との境界 は不明で壁への
浸潤 を疑 わせ,内 部 は10wdensityを示 し均 一な液状
成分 と思われた(Fig.1),
骨盤部MRI:膀 胱前壁 にTl強 調像で低信号,T2
強調 像で筋肉 よ りわずか に高信号の壁の厚 い腫瘤 を認










































































































として摘出,骨 盤内リンパ節を郭清 し,ヘ ミコックパ
ウチによる尿路再建を行った.
摘出標本所見:腫瘍割面は黄白色を呈 し,中心部に













黄 色 肉 芽 腫 は,1935年Oberling1)によ りRetro-
peritonealxanthogranulomaとして は じめて報 告 さ
れた.組 織像 は幼若 な肉芽組織 や線維性 硬化 病巣内 に
著明 な泡沫細胞,組 織球,形 質細胞,リ ンパ球 などの
炎症性細胞の浸潤 を特徴 としているがその本質 には腫
瘍 と炎症 の両者 の考 えが対立 している.
成 因 としては,炎 症過程 におけ る局所の脂質代謝 障
害2)や慢性 の炎症性 刺激 に よる免疫応 答異常3)も考 え
戸田,ほ か:膀 胱 黄色肉芽腫 877
Tablel.ReportsofxanthogranulomaoftheurlnarybladderinJapan
症例 報告年 報告者 年齢 性別 主訴 術前診断 治療/大きさ
1 1978若 見 ら7)40M排 尿 痛

















































膀 胱 部 分 切 除,回 盲 部 を 含 む
enblocresection/手拳 大
膀 胱 部 分 切 除,回 腸 を 含 む
enblocresection/栂指 頭 大
膀 胱 部 分 切 除/3×3.5cm
膀 胱 部 分 切 除/記 載 な し
膀 胱 部 分 切 除,子 宮 を 含 む
enblocresection/3×5cm
TUR/直径 約lcm
膀 胱 部 分 切 除/記 載 な し
前 立 腺 全 摘 出(腫 瘤 ・膀胱 は
温 存)/3×4cm























生 してお り,尿膜管疾患 との関連が示唆 される.市川
ら14)は膀胱頂部の黄色肉芽腫2例 を尿膜管炎症性肉









られるが,本 例では会陰部不快感 を伴い,膿 尿および
顕微鏡的血尿を呈 した.
年齢としては全員が40歳以降にみられ,男性 に多い
傾向が認め られた.大 きさは直径3～4cm大 までの
ものが多いが,本 例では直径約8cmと 最 も大きかっ
た.






















りではないと考える.他 の報告例において も多 くが
softtissuedensityを示 してお り内部の脂肪組織 を反
映しないことの方が多い.術 前診断とされた尿膜管腫
瘍は大半が腺癌であ り,特にムチン産生腺癌が多 くを
占め,粘 液物質の貯留によりCT上 低吸収 を呈する





878泌 尿 紀 要43巻
診 断 の つ か な い こ と も あ り17)本例 に お い て は 膀 胱 生
検 は 施 行 し て い な い.画 像 診 断 上 尿 膜 管 腫 瘍 の 可 能 性
が 十 分 疑 わ れ る 場 合 で も今 後 は よ り確 実 な 組 織 診 断 法
が 望 ま れ る.
本 例 で は 炎 症 が 比 較 的 広 範 に お よ ぶ に も関 わ ら ず,
CRPな ど の 炎 症 所 見 が 乏 し く本 症 例 で の 診 断 を 難 し
く し た と言 え る.
結 語
膀 胱 頂 部 に 発 生 した 黄 色 肉 芽 腫 の1例 を 経 験 した の
で 文 献 的 考 察 を 加 え 報 告 した.自 験 例 は 本 邦9例 目 と
考 え られ た.
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